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主  論  文  の  要  約  
HDL cholesterol as a predictor for the incidence of lower extremity 
amputation and wound-related death in patients with diabetic foot ulcers  
(糖尿病足潰瘍患者における下肢切断および糖尿病足感染症による死亡の予測
因子としての HDLコレステロールの検討 ) 
東京女子医科大学内科学 (第三 )教室   
（指導：内潟  安子教授）  
井倉  和紀   
Atherosclerosis 雑誌  第 239 巻  第 2 号  465 頁～ 469 頁  
(平成 27 年 2 月 7 日発表 )に掲載  
【目  的】  
糖尿病足潰瘍は治療に困難を来たすことが多く，予後を左右する重大な疾患
である．糖尿病足潰瘍患者を対象とし，下肢切断および糖尿病足感染症による




した糖尿病患者 163名  (男性 118名、平均年齢 62±14［標準偏差］歳 ).下肢切断
および糖尿病足感染症による死亡をエンドポイントとし，エンドポイントに対
する HDLの影響を， Cox比例ハザードモデルを用いて検討した .多変量解析では，
ステップワイズ変数選択法を用い，共変量を，年齢，性別， Body Mass Index，
喫煙歴，HbA1c，血清アルブミン値，CRP，LDLコレステロール，HDL，中性脂肪，
腎機能低下  (推算糸球体濾過量  60mL/分 /1.73m2未満または透析療法 ) の有無，
ankle-brachial index (ABI) 0.9以下または 1.41以上の有無および下肢切断の
既往とした . 
【結  果】  
中央値  5.1ヶ月の観察期間中， 67名  (41.1%)がエンドポイントに至った．単
変量 Cox比例ハザード分析では，HDLがエンドポイントと有意な関連を認めた（ハ
ザード比  [HR] 0.16, 95％信頼区間  [CI] 0.08－ 0.32, p< 0.001）．多変量 Cox
比例ハザード分析にて，血清アルブミン値，ABI(0.9以下または 1.41以上 )，HDL
低値がエンドポイントへの有意な予測因子として選択された．次に HDLを 40 ㎎
/dL以上  (77名 ) と 40 ㎎ /dL未満  (86名 ) の 2群に分けてエンドポイントとの関
連を検討したところ，HDL低値群は高値群に比し，有意に多くエンドポイントに
至った  (Log-rank検定  p< 0.001)．多変量 Cox比例ハザード分析では， HDL高値
群に対して HDL低値群は，エンドポイントと有意な関連を認めた（ HR 1.91, 95％
CI 1.09－ 3.33, p= 0.023）．  





な構成アポ蛋白である apo-A1 の半減期は減少し， HDL から apo-A1 が遊離され
るため， HDL 値は減少することも知られているので，今回の結果は，糖尿病足
潰瘍患者における炎症の重症度を反映した予測因子であったとも考えられる．  
【結論】  
HDLコレステロールは，糖尿病足潰瘍患者における下肢切断および糖尿病足
感染症による死亡の優れた予測因子となることが示唆された . 
